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１０月は
「仕事と家庭を考える月間」です

今年も芝浦運河まつりに
参加しました！

１０月３日(日）、芝浦運河
まつりに参加しました。前日ま
で「雨か」と心配した天気も見
事に晴れ、日中は汗ばむほどで、
大勢の人出で賑わいました。

昨年と同様にリーブラブース
で活動内容を展示（パネル）、
男女平等に関する街頭アンケー
ト、講座チラシ・啓発品配布を
行いました。リーブラのイン
ターンシップ生や団体のボラン
ティアの協力もあり、アンケー
トは昨年（４８８枚）を上回る、
658枚を回収することが出来
ました。

そして今年は町内会対抗の
「ボートレース」にも初チャレ
ンジ。残念ながら一回戦で敗退
しましたが、レース中司会者が
リーブラの名前を連呼してくだ
さったので、区民のみなさんの

厚生労働省では、毎年１０月

を「仕事と家庭を考える月間」
として、仕事と家庭の両立につ
いて社会全般の理解を深めるた
めの活動を展開しています。

日本では、他の先進国に比べ
夫が家事・育児に関わる時間が
少ないことが指摘されています
（平成22年版男女共同参画白
書・今月号リーブラ便り最終
ページにグラフ掲載）。

こうした状況の背景には、家
事・育児に関わりたくてもでき
ない男性の長時間労働や、性別
役割意識、女性が就業を継続す
る上での困難な状況があるとさ
れています。

個人・企業・社会がそれぞれ
の課題を解決するための方法を
探っていく必要があります。

意識の中に、少しでもリーブ
ラの名前（存在）が残ってい
ることを願っています。

また、隣のブースは推進団
体のヒューマンサービスセン
ターさんがＤＶ啓発・支援を
行う「パープルアイズ」と共
同で、紫の物をだけを取り扱
う「むらさき屋」を出展され
ていました。こちらにヒント
をいただいて、リーブラス
タッフも、お祭りにはリーブ
ラカラーの「紫」のものを一
つ身につけて参加し、視覚か
ら興味をもってもらうことに
取り組みました。

これからも地域の方、お一
人お一人との交流を大切にし、
団体の皆さんとの協働をはか
りながら、できるだけ男女平
等を身近に感じていただける
ような活動、情報発信、講座
企画をこころがけていきたい
と思います。



リーブラ特別展示
「女性に対する暴力をなくす
ため私たちにできること」

男性学講座
オトコはつらいよ！？（仮）

パワーアップ事業「尊重されていますか？ あなたの気持ち！」 10月2日（土）にスタート

した「女性への暴力防止及び人権擁護のための連続講座」の３回目講座「DV加害者はなぜ暴力をふるう
のか―支配したい気持ちとは」は、11月13日（土）13：30～15：30に開催されます。なぜ加害行為
をするのか？その疑問への答えを、DV加害者対象教育プログラムの実践を行ってきた講師によりお話し
いただきます。

法テラス東京共催講座
「女性のための離婚のイロハ」

会場：港区立男女平等参画センター【1部受付】４階・学習室A 【2部受付】４階・集会室

申込：1部・相談会（申し込み不要・当日先着15名・13時より受付開始）＊おしゃべり会は入退室自由。

2部・離婚調停劇と講座（要・事前申し込み。メール、電話、FAX、窓口にて。先着40名）

参加費：無料

※申し込み方法詳細は、裏面をご参照ください。

対象：女性

保育：１歳から未就学児まで（無料、申し込み順）要予約・申し込みは10月22日（金）まで

2部 15:15～16:00 離婚調停劇 ＊なないろCafe製作、劇仕立ての離婚調停ミニレクチャー

1部 13:00～15:00 なないろCafe 女性のためのなんでも相談会

2010年11月6日（土）

16:00～18:00 講座
「女性のための離婚のイロハ ―早めの相談は良い結果に―」

角田由紀子さん 弁護士 明治大学法科大学院教授

主催：港区立男女平等参画センター
共催：法テラス東京
後援：（社）東京都助産師会

女性限定なんでも相談＆おしゃべり会

協働企画！

は大変そうだけど は知っておきたい についても

知りたい！

1部は、弁護士、カウンセラー、ファイナンシャルプランナー、助産師、DV被害者支援に関わる支援

者など女性のための専門家が、あなたと一緒に考える相談会と自由に参加できるおしゃべり会を開催
します。2部は、離婚調停劇と離婚に関する法律が学べる講座を開催。離婚を本気で考えたことがな

い人も、考えたことがある人も、いざという時に役立つ法律知識を学びに、お気軽にご参加ください。

＊13時より受付開始、先着順15名まで。相談時間は1人50分以内となります。

なお、15時以降に相談時間が延びた場合は、2部にご参加できない場合があることをご了承ください。

＊相談以外の方は、おしゃべり会でお茶を飲みながら占いやハンドマッサージなどですごしていただけます。

―早めの相談は良い結果に―

日時：11月6日（土）

【1部】相談会 13:00～15:00
【2部】

離婚調停劇15:15～16:00 
講座 16:00～18:00

場所：リーブラ
◇ 【1部】4階・学習室

【2部】4階・集会室

講座講師：角田 由紀子さん

参加費：無料

対象：女性

予約：

【1部】当日先着15名

（予約不要）13時より受付開始

【2部】先着40名（要予約）

保育：要予約

１歳～未就学児まで

（10月22日締切）

女性限定なんでも相談＆お

しゃべり会を開催している「な

ないろCafe」とリーブラの協

働企画。弁護士など女性のため

の専門家による相談会と、いざ

という時に役立つ離婚について

の法律知識が学べる講座を法テ

ラス東京共催、（社）東京都助

産師会後援で開催。DV被害を

受けた女性の体験に基づいた離

婚調停朗読劇も上演されます。

リーブラでは、「女性に対する暴力をなくす運動」期間に合わせ、特別展示「女性に対する暴力をなくすため私たちにできること」を開催します。女性に対する暴力根絶についての解説パネルの展示や女性に対する暴力をなくすことをテーマに、リーブラ登録一般団

体・男女平等推進団体の活動紹介や作品展示を行います。

特別展示

●日時：2010年11月10日(水)
昼の部14:00～16:00
夜の部18:00～20:00

●場所：リーブラ３F 学習室E
女性に対する暴力の根絶をテーマに

した展示作品を作りませんか？
自由な発想で一緒に作りましょう！

参加申込不要、入退室自由です。材料
はご用意しますが、ご持参大歓迎です。
作品のテーマカラーは紫です。

※保育（１歳から未就学児まで）要申込み
申込用紙裏面に 申込締切10月27日（水）

2010年11月６日（土）～11月25日（木）
リーブラ３F廊下・学習室E

●参加申込締切 10月15日（金）
●作品受付期間 10月18日（月）～

29日（金）必着
●条件：「女性に対する暴力の根絶」
をテーマとした作品。団体の活動とし
て作製したもの。

思いを込めた作品や女性に対する暴力
根絶の活動紹介のポスターなど･･･。
どんなものでも結構です。

詳しい応募条件・申し込み方法などは必ず
「リーブラ特別展示『女性に対する暴力をな
くすため私たちにできること』作品募集のご
案内」をご確認ください。

お問い合わせは：リーブラ 03-3456-4149
担当：米田・溝口・中村・戸松

しませんか？

【展示開催日時】

日程：11月6日（土）
～11月25日（木）

時間：開館時間

場所：リーブラ３階・学習室E
参加費：無料
申込：不要

【作品製作会日時】

日程：11月10日（水）

昼の部 14：00～16：00
夜の部 18：00～20：00

場所：リーブラ３階・学習室E
参加費：無料
申込：不要
保育：要予約

１歳～未就学児まで
（10月22日締切）

リーブラでは、11月の「女性

に対する暴力をなくす運動」期

間に合わせ、「女性に対する暴

力根絶のための特別展示」を開

催します。期間中は、この運動

に関する基礎知識のパネルや活

動団体の制作したポスター、11

月10日（水）の「製作会」にお

いて作製した作品などを展示し

ます。「製作会」は入退室自由。

テーマカラーは紫。材料はリー

ブラで用意致しますが、ご持参

も大歓迎です。女性に対する暴

力をなくすため、一緒にできる

ことから始めてみませんか。

学習活動支援事業「豊田直巳写真展」10月17日（日）～10月31日（日）まで、リーブラ３階

廊下にて、豊田直己写真展「イラク戦争と劣化ウラン―今も続く被害者の苦しみ―」を展示中です。戦争
が何をもたらすのか、兵器が何をもたらすのか、イラクで何が起こっているかを知るために、この機会に
ぜひお立ち寄りください。

日程：12月４日（土）
時間：14：00～16：00

場所：リーブラ４階・集会室３
講師：田中俊之さん

（学習院大学講師）

参加費：無料
申込：FAX・メール・電話・

窓口にて受付
保育：要予約

１歳～未就学児まで
（11月19日締切）

手話・文字通訳：応相談
（11月12日までにご連絡くだ
さい）

これまで男性の生き方の中心

は「仕事」であるとされてきま
したが、定年後の男性の生活や
若い世代の不安定な雇用状況が
問題となる中、仕事中心ではな
い男性の生き方や価値観の見直
しに注目が集まってきています。
こうした「男性」に関わる問題
を取り上げてきたのが男性学で
す。
講座では、男性学の日本社会に
おける開始とその過程、さらに
新展開の状況を講師の方に話し
ていただき、「男らしさ」「男
性性」やそれに関わる問題を日
常生活の具体的な例から振り返
ります。

港区立男女平等参画センター（リーブラ）主催講座

申し込み方法：
電話・FAX・窓口にて
（裏面をご覧ください）

―男性学を学んで、生き方・考え方を振り返る―

男性学講座

◇日時：12月４日(土）14：00～16：00
◇講師：田中俊之さん（学習院大学非常勤講師）
◇場所：港区立男女平等参画センター４階 集会室３
◇参加費：無料
◇対象：どなたでも
◇保育(無料・申込順）：１歳から未就学児まで
※要予約 保育の申込は11月19日（金）まで

◇手話・文字通訳：
11月12日(金）までにご相談ください。

これまで男性の生き方の中心は「仕事」であるとされてきましたが、定年後の男性の生活や若い世

代の不安定な雇用状況が問題となる中、仕事中心ではない男性の生き方や価値観の見直しに注目

が集まってきています。こうした「男性」に関わる問題を取り上げてきたのが男性学です。

講座では、男性学の日本社会における開始とその過程、さらに新展開の状況を講師の田中俊之さ

んに話していただき、「男らしさ」「男性性」やそれに関わる問題を日常生活の具体的な例から振り返り

ます。

「男性学」を学んでみたい、自分の生き方・考え方について振り返るきっかけを探したい、周囲の男

性の生きづらさを考えてみたい、男性と女性の考え方の違いの理由を知りたい・・・色々な関心からの

参加をお待ちしています。

12月４日（土）
14:00～16:00



平成２２年度、リーブラは創立
３０周年を迎えます。
35年前の１９７５年国際婦人
年に世界会議がメキシコシティ
で開催され｢世界行動計画」が
採択されるに伴い、１９７７年
に国内行動計画が策定されまし
た。女性の地位向上や男女平等、
世界平和を守る動きの中で、港
区でも婦人問題に関する総合窓
口が区民部区民課に置かれるこ
とが決定します。
1979年、港区立婦人会館条例
が制定され、1980年（昭和
55年）4月8日｢港区立婦人会
館」がオープンしました。

婦人会館に寄せる期待
当時の館報｢婦人のひろば」創
刊号では、初代運営協議会会長
の大西美代さんが「婦人会館の
建設には待望久しいものがあり
ました。」とコメントし、国際
婦人年を契機に国内で婦人の地
位向上、福祉に対する認識の深
まったこと、婦人解放運動の新
たな展開を予感させる地元の婦
人活動の拠点としての重要性を
述べていらっしゃいます。
また、｢みなと女性史を作る会｣
編による｢聞き書き みなと女
性史｣では中山しん子さんが
（元港区区議会議員）1977年
頃｢婦人たちが悩んでいること
を相談できたり勉強できるとこ
ろがあったらいいね。どこか無
いかしらね」と、お一人で名古
屋の施設を見に行かれたり、議
会で婦人会館設立に向けて働き
かけたりする様子が紹介されて
います。
港区の多くの女性が「私たちの
婦人会館」を切望し、活動して
きた様子が伺えます。

３０年の歩み

婦人会館時代の館報『婦人のひろば』 １９９５年女性センターに改称

婦人に対する期待
当時の港区長、川原幸男さんは
「婦人のひろば」創刊号の挨拶
の中で「長い間の社会的慣習や、
固定的な男女の役割分担意識な
どにより人々の意識の中に、女
性への偏見や差別が依然として
残っており、様々な婦人問題が
存在する」事を認めつつも、
「婦人自身が自らの立場を認識
し、社会慣習や意識を変革して、
すみよい社会を実現しようとす
る自覚を持つことが必要だ」と
述べ、「婦人会館を通じて知
識･能力の向上と社会的視野の
拡大」に期待を寄せています。

活動スタート
開館記念の講演会では、田中澄
江氏、石井幾久子氏、一番ヶ瀬
康子氏、神田道子氏等錚々たる
メ ン バ ーが80年代の女性の
テーマで講演を行いました。
スタート当初は婦人会館主催の
「ふれあい講座」、茶道、俳句、
絵画、着付け、洋裁などに多く
の女性が参加し、その後、自主
活動のグループへと移行してい
きます。創立時のメンバーが、
現在もリーブラの登録団体でご
活躍なさっています。

どこよりも早い婦人会館設立
創立の1980年（昭和55年）
といえば、戦後30年を過ぎ高
度経済成長期を迎える中、人口
が都市に集中し、核家族化が進
み、男性は終身雇用制度のもと
で長時間労働。そうした労働を
支えるため女性は家庭の中で、
家事･育児を担うという男女の
役割が固定化していきます。そ
のような状況の下で、戦争前
中･戦後と婦人参政権の獲得し
たとはいえ、まだまだ社会的に
は「男尊女卑」が当たり前の中
で、不平等と不自由に悩み、苦
しんでいた先輩の皆さんが自由
と平等を求め向学心に燃え｢婦
人会館｣という活動の場を勝ち
取ったことは大きな前進でした。
創立時の熱気は｢開館から半年
で来館者30000人を突破」と
いう記事にも現れています。
都内で2番目の女性センターが
創設されたのは新宿区で1983
年。これを、さかのぼる事3年
も前に、都内で一番早く｢婦人
会館｣を創設した港区の先進性
と港区の女性の熱意にも目を見
張るものがあります。

引用：『婦人のひろば』『聞き書き
みなど女性史』より

婦人会館から男女平等参画センターへ
リーブラ創立30周年

【平成22年度配偶者からの暴力防止と被害者支援に関する全国会議】
9月15日、内閣府男女共同参画局により、「官民連携を強化し、より一層の取組を進めるために」を

テーマとし、上記会議が開催されました。先駆的な取組をしている神奈川県の官民連携の例や、平成21
年に、配偶者暴力相談支援センター（以下支援センター）に指定された埼玉県吉川市の取組が紹介されま
した。

会議を通して、①それぞれの機関、施設が関係する法や役割を認識することの必要性②顔の見える機能
的な連携をするための定期的な会合の場を設ける③DV被害者支援を行う民間団体の資金難の問題。命に
関わる仕事を担っている団体が、個人の会費で維持されているという現実、などの課題が共有されました。

実質的な支援の面で地域に根ざした活動をしているNPOなどの民間団体の役割が大きく、公的な資金
援助などのサポートシステムの構築は早急に必要であると言えます。また、DV防止法の施行以降、支援
センターにおける支援は充実してきたことは大きな前進ではありますが、顕在化している被害者のみなら
ず、より広くDVの啓発を行うことが必要とされていると感じました。



http://www.minatolibra.jp/HP

・年末年始（12/29～1/3）

・臨時休館日（2/6,/20）
休 館 日

月 ～ 土 曜 日 ９：００～２０：００

日 曜 日 ９：００～１６：００

窓口

受付時間

月 ～ 土 曜 日 ９：００～２１：３０

日 曜 日 ９：００～１７：００
＊祝日はその曜日に合わせての開館となります。

施設

利用時間

０３－３４５６－１２５４Ｆ Ａ Ｘ

０３－３４５６－４１４９Ｔ Ｅ Ｌ

〒１０８－００２３ 港区芝浦３－１－４７住 所

港区立男女平等参画センター リーブラ発行元

発行日：２０１０年１０月２０日
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土金木水火月日

2010 年 10 月

･･･講座 ×･･･休館日

運営協議会から
心のサポートルーム

便り

「配偶者からの暴力の防止及
び被害者の保護に関する法律」
が制定されて9年になります。
法律の第１条では、暴力とは
「身体に対する暴力又はこれに
準ずる心身に有害な影響を及ぼ
す言動」と定義されているので
す が 、 相 談 室 で は 「 ド メ ス
テ ィ ッ ク ・ バ イ オ レ ン ス
（DV）」というと、いまだに
殴る・蹴るなどの身体的暴力だ
けと思っている相談者が多くい
ます。相談者ご自身が言葉など
による有害な影響（精神的暴
力）を受けているにもかかわら
ず、身体的な暴力被害を受けて
いないため、被害を受けている
認識がない場合が見受けられま
す。もし、あなたの身近に、精
神的暴力の被害を受けている人
がいたら、深刻な影響を受ける
前に、早めに専門機関の相談に
行くことをお勧めください。

＜開室曜日・開室時間＞
火曜日16：00～20：00
水曜日10：00～16：00
金曜日10：00～16：00
金曜日18：00～21：00

相談室（専用電話）
０３－３４５６－５７７１

＜男女平等関連情報＞

10月の「仕事と家庭を考える月間」資料

1

10月1日、運営協議会が開催され
ました。
【議題】
（1）報告事項
①フォーラム企画委員募集
②フェスティバル進捗状況
（30周年）
③8月、9月の事業報告
(2) 協議事項

①新リーブラでの情報発信について
②フォーラム運営（組織）について
(３)その他

２月のフェスティバルで、リーブラ
３０周年記念式典を実施します。式
典に向けて昭和５５年から平成７年
の間にリーブラで活動をスタートし、
現在もご活躍されている方を募った
ところ、約１５０名の申し出があり
ました。
現在、運営協議会では、組織運営の
あり方、新リーブラにむけてなど、
さまざまな課題について、新たな取
組みや、方策を協議していますが、
３０年の歴史を踏まえた上で、その
活動と思いを、次世代につなげてい
く必要性を強く感じています。

＜集まれ！リーブラ広場＞

多彩な活動をしているリーブラ
の一般団体・男女平等推進団体の
皆様の活動内容をより効果的に発
信し、新たな交流の機会をつくる
ため、３F・４F廊下の掲示板に
「集まれ！リーブラ広場」と題し、
団体の会員募集や活動紹介の掲示
スペースをリニューアルしました。

＜団体作品展示コーナー＞
「団体の皆さんの活動を出来る

だけ多くの人たちにご紹介した
い」。そんな想いで3階交流コー
ナ ー 壁 面 （ 最 大 縦 2.1m× 横
2.7m）を団体の皆様の作品を展
示するスペースとして提供します。
展示できる作品の形や重さに制限
はありますが、たくさんの皆様の
作品展示をお待ちしています。

情報発信をきっかけに、新たに
リーブラに人が「集まり」、団体
の皆様の活動が広がる機会となれ
ばと思っています。詳しくは各要
綱をご覧ください。

担当：戸松・中村・溝口・横井

団体活動PR・作品展示
募集のお知らせ

右図では、グラフの上段が夫の家事関
連時間全体、下段がそのうちの育児の時
間を示しています。

内閣府は、「誰もが仕事や子育てなど
様々な活動を自分の希望するバランスで
展開できる社会を構築するためには、こ
うした現状を踏まえ、それぞれが働き方
の見直しや意識改革を図るなど仕事と生
活の調和の推進に向けた取組が重要であ
る」としています（平成22年版男女共
同参画白書）。


